
石
田
一
良
博
士
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
と
徳
川
幕
府
」
と
い
う
一
稿
に
、
「
宣

賢
の
い
う
大
元
尊
神
は
汎
神
論
的
な
神
で
あ
り
、
造
物
主
的
性
質
が
つ
よ
く
主

宰
神
的
性
質
の
弱
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
宣
賢
は
こ
の
大
元
尊

神
を
太
極
に
萠
す
一
気
と
把
え
て
、
天
・
地
・
人
・
物
の
究
極
の
主
宰
者
太
極

（
理
）
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
私

は
こ
の
博
士
の
説
に
反
論
し
、
あ
わ
せ
て
、
吉
田
神
道
の
一
気
の
説
に
、
時
代

的
推
移
の
あ
る
こ
と
を
論
述
す
る
た
め
、
こ
の
稿
を
起
草
し
た
次
第
で
あ
る
。

ま
ず
、
博
士
の
言
及
さ
れ
た
「
太
極
に
萠
す
一
気
」
が
、
大
元
尊
神
で
あ
る

と
宣
賢
が
把
握
し
た
と
い
う
点
で
は
私
も
異
論
は
な
い
が
、
で
は
、
こ
の
「
太

極
に
萠
す
一
気
」
と
は
何
か
を
、
吉
田
神
道
の
思
想
の
流
れ
の
な
か
に
解
明
し

て
い
く
と
き
、
問
題
点
の
解
決
が
は
や
い
と
思
う
の
で
、
ひ
と
ま
ず
、
慈
遍
・

兼
倶
の
一
気
論
を
述
べ
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。

慈
遍
よ
り
一
足
は
や
く
、
伊
勢
神
道
の
集
大
成
と
い
わ
れ
る
『
類
聚
神
祇
本

源
』
で
、
神
道
論
を
う
ち
た
て
た
度
会
家
行
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
代
に
日

本
人
が
知
り
得
た
で
あ
ろ
う
限
り
の
天
地
開
關
論
の
資
料
を
、
前
掲
書
中
に
披

（
１
）
家
行
と
慈
遍
の
開
關
観

慈
遍
・
兼
倶
・
宣
賢
に
み
る
一
気
論瀝

・
提
供
し
た
が
、
漢
家
・
官
家
・
社
家
・
釈
家
の
区
分
け
を
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
ら
の
説
を
吟
味
・
検
討
・
取
捨
選
択
し
て
、
統
一
し
た
天
地
開
關
説

を
う
ち
た
て
る
こ
と
は
せ
ず
、
矛
盾
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
た

だ
羅
列
す
る
に
と
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
天

地
開
關
論
の
な
か
か
ら
、
家
行
独
得
の
理
論
で
あ
る
「
機
前
」
の
観
念
を
生
ゑ

だ
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
と
十
年
を
へ
だ
て
て
『
旧
事
本
紀
玄
義
』
を
著
し
た
慈
遍
は
、
ま
た
十

年
を
経
て
、
『
豊
葦
原
神
風
和
記
』
と
順
次
自
己
の
神
道
思
想
を
披
瀝
し
て
い

っ
た
。
こ
れ
ら
は
勿
論
、
家
行
の
前
掲
書
を
参
考
に
し
て
書
い
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
趣
き
は
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
僧
侶
と
し
て
の
学
識
・
理
論
だ
て

に
、
家
行
よ
り
一
段
と
説
得
力
が
あ
る
。
慈
遍
は
、
「
天
祖
、
内
に
精
明
を
含

な

み
て
未
だ
露
顕
せ
ず
、
国
常
立
尊
と
号
づ
く
。
即
ち
帝
王
の
祖
に
し
て
、
是
れ

天
譲
日
天
狭
霧
な
り
。
」
と
説
き
、
皇
位
徳
を
継
ぐ
の
は
神
胤
で
あ
る
た
め
だ

と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
天
照
大
神
が
高
皇
産
霊
と
共
に
天
神
に
ち
ぎ
っ
た

な

盟
約
に
よ
り
、
天
孫
の
号
・
皇
孫
の
姓
を
得
て
神
孫
と
称
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
天
は
父
・
地
は
母
、
こ
の
天
地
を
父
母
と
し
て
そ
の
徳
を
一
人
に
受
け
、

百
王
の
恵
を
得
た
の
で
あ
る
。 小

山

惠
子

一
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「
天
地
は
、
即
ち
是
れ
一
人
な
り
。
天
神
、
地
皇
並
び
に
一
位
を
授
く
。
故

に
帝
位
を
継
ぐ
。
神
璽
有
る
を
以
て
な
り
。
所
謂
剣
・
鏡
・
宝
珠
ノ
三
種
是
れ

な
り
。
」
と
慈
遍
が
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
存
在
意
義
が
天
地
開
關
と

結
び
つ
き
、
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
慈
遍
の
こ
の
神
道
論
の
展
開

は
、
「
三
種
ノ
神
器
」
が
現
世
を
越
え
た
そ
の
背
後
に
あ
る
神
々
の
世
界
の
存

在
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
時
間
を
超
越
し
て
天
地
開
關
の
時
点
に
、
人
々
を
お

し
も
ど
す
説
得
力
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
と
共
に
、
天
皇
の
徳
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

な
っ
て
、
こ
の
現
世
の
政
治
が
、
何
故
天
皇
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
の
か
と
い
う
原

点
と
も
な
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
慈
遍
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
抽
象
的
・
哲

学
的
・
宗
教
的
な
天
地
開
關
論
が
、
よ
う
や
く
具
体
的
な
現
世
の
政
治
理
論
に

接
着
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
神
道
説
は
、
仏
教
・
儒
教
・
神
道

そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
の
接
点
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
現
世
の
秩
序
を
冥
界

と
の
区
別
に
よ
り
明
白
に
二
分
し
て
考
察
す
る
態
度
な
ど
、
慈
遍
の
理
論
の
特

色
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
後
年
、
吉
田
兼
倶
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
る
吉

田
神
道
の
基
盤
と
な
る
理
論
だ
て
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
家
行
は
、
「
機
前
」
と
い
う
観
念
を
た
て
、
そ
れ
以
上
具
象
性
を
も

つ
観
念
と
し
て
追
求
し
な
か
っ
た
。
慈
遍
は
、
コ
ノ
気
」
な
る
も
の
を
、
こ

の
宇
宙
の
元
と
し
て
把
握
し
、
一
空
・
天
心
な
ど
の
観
念
を
う
ち
だ
し
て
は
い

る
も
の
の
、
「
神
態
は
外
に
非
ず
、
正
直
は
心
に
在
り
。
須
ら
く
浄
元
に
因
り

て
皇
道
を
知
る
べ
き
」
と
記
し
て
い
る
如
く
、
慈
遍
の
主
旨
は
、
元
神
と
天
照

大
神
と
の
関
係
を
、
皇
室
と
の
結
び
つ
き
で
説
く
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
で

は
、
兼
倶
が
、
最
も
よ
く
説
き
主
張
し
た
大
元
尊
神
の
観
念
の
母
胎
が
、
こ
の

慈
遍
の
国
常
立
尊
に
あ
る
こ
と
と
、
一
気
と
の
か
か
わ
り
あ
い
を
、
順
次
説
明

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
慈
遍
は
、
一
気
に
つ
い
て
次
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

・
古
へ
天
地
未
開
ケ
ザ
リ
シ
ト
キ
ー
ノ
氣
起
リ
テ
大
空
一
一
ミ
チ
ハ
リ
シ
其
中
ニ

コ
ゴ

マ
ロ
カ
レ
ル
コ
ト
臂
ヘ
パ
鶏
卵
ノ
如
シ
漸
ク
凝
ル
ー
随
テ
重
キ
ハ
下
リ
テ
地

ト
成
り
自
然
二
輕
キ
ハ
清
ク
上
リ
テ
天
ト
成
ル
又
其
中
ヨ
リ
葦
牙
ノ
加
ク
シ

テ
成
り
出
シ
モ
ノ
ァ
リ
臂
ヘ
パ
浮
ル
魚
の
水
上
二
遊
プ
か
如
シ
空
ニ
カ
、
リ

テ
顯
シ
ヲ
神
ノ
始
ト
ス
ル
也

（
『
豊
葦
原
神
風
和
記
』
）

こ
の
文
に
つ
づ
い
て
、
慈
遍
は
、
諸
神
書
に
書
か
れ
た
元
神
に
関
す
る
三
通
り

の
説
を
ま
と
め
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
代
旧
事
紀
で
は
、
元
神
を

ル
ニ
ノ

「
天
ヲ
讓
レ
日
天
ノ
狭
霧
国
ヲ
稗
し
月
国
狭
霧
尊
」
と
呼
び
、
日
本
書
紀
で
は
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

「
国
常
立
尊
」
と
著
し
て
お
り
、
あ
る
書
に
は
、
未
し
顯
霊
性
ノ
サ
カ
イ
を
国

常
立
尊
と
名
付
け
、
そ
の
姿
の
顯
れ
始
め
た
と
こ
ろ
を
天
御
中
主
尊
と
い
っ
て

、
、
、

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
書
に
、
国
常
立
尊
と
天
御
中
主
尊
と
二
の
徳
を

あ
わ
せ
て
、
「
天
狭
霧
地
狭
霧
尊
」
と
書
い
て
あ
る
か
ら
、
所
詮
、
こ
れ
ら

二
ノ

ル
ニ
ノ

「
天
ヲ
譲
レ
日
天
狭
霧
国
ヲ
稗
し
月
国
狭
霧
尊
」
・
国
常
立
尊
・
天
御
中
主
尊
は
、

同
体
の
神
で
あ
る
た
め
「
何
モ
無
二
相
違
一
者
也
」
と
、
慈
遍
は
、
こ
れ
ら
三
説

を
い
と
も
簡
単
に
矛
盾
な
ぎ
が
如
く
結
び
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
帰
結
か

ら
、
慈
遍
が
元
神
の
論
述
を
は
じ
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
の
詳
述
は
、
別

稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
三
神
書
に
著
さ
れ
て
い
る
異
名
の
元
神
を

ど
の
よ
う
に
処
す
る
か
が
、
当
時
の
神
道
説
を
た
て
る
者
に
要
求
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
、
慈
遍
の
著
書
に
も
ふ
ん
だ
ん
に
引
用
さ
れ
て
い
る
神
宮
八
部
書

が
、
当
時
の
神
道
界
で
権
威
を
も
っ
た
書
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
に
い

（
２
）
慈
遍
の
一
気
論
か
ら
み
た
元
神
観一
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ろ
い
ろ
説
か
れ
て
い
る
元
神
の
所
在
を
、
ど
の
よ
う
に
と
り
扱
う
か
を
明
確
に

し
て
か
ら
、
自
己
の
論
旨
を
展
開
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
の
神
道
説
を
た
て
る

こ
と
は
、
困
難
で
あ
っ
た
は
ず
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

、
、
、

さ
て
、
前
述
し
た
慈
遍
の
元
神
の
論
理
だ
て
に
、
あ
る
書
と
あ
る
前
者
の
方

は
、
お
そ
ら
く
『
神
皇
系
圖
』
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
『
神
皇
系
圖
』
に

ア
ラ
ハ
ル
、

「
：
．
…
然
後
神
聖
生
｜
一
其
中
一
焉
、
號
二
國
常
立
尊
一
美
．
：
…
所
し
形
日
二
天
御
中

主
神
一
・
…
：
」
と
あ
り
、
他
の
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
承
あ
た
ら
な
い
。

、
、
、

後
者
の
あ
る
書
は
、
一
寸
見
当
が
つ
か
な
い
。
た
だ
、
『
旧
事
本
紀
玄
義
』
に

ア
レ
マ
ス

も
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
『
神
皇
実
録
』
に
、
「
．
：
．
：
於
二
高
天
原
一
化
生

メ
ノ
ヲ
ケ
テ
ス
ヲ
ヒ
ノ
カ
ミ
ユ
ッ
リ
ア
メ
ノ
シ
タ
チ
ッ
キ
ノ
カ
ミ
ニ
ユ
ッ
ル
ト

ー
神
號
日
二
天
讓
日
鵡
岬
國
讓
月
饒
榊
皇
神
一
亦
名
二
天
御

中
主
尊
一
也
」
と
あ
る
が
、
国
常
立
尊
と
天
御
中
主
尊
の
こ
の
徳
を
あ
わ
せ
た

称
呼
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
よ
う
に
、
『
旧
事
本
紀
玄
義
』

な

に
「
天
祖
、
内
に
精
明
を
含
み
て
未
だ
露
顯
せ
ず
。
国
常
立
尊
と
号
づ
く
。
即

あ
ら
は

ち
帝
王
の
祖
に
し
て
、
是
れ
天
讓
日
狭
霧
な
り
。
外
に
地
徳
を
呈
せ
ぱ
、
気
形

の
い

乃
ち
現
る
。
天
御
中
主
尊
と
称
ふ
。
即
ち
人
臣
の
祖
に
し
て
、
是
れ
地
禅
月
地

狭
霧
な
り
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
、
慈
遍
が
自
か
ら
ゑ
つ
け
だ

し
た
元
神
観
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
『
神
皇
系
圖
』
以
外
の
神
宮
八
部
書
で

は
、
国
常
立
尊
と
天
御
中
主
尊
の
出
現
が
全
く
逆
で
、
元
神
と
し
て
天
御
中
主

尊
の
方
が
中
核
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
慈
遍
独
得
の

元
神
観
が
、
吉
田
神
道
の
元
神
観
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
あ
た
い

す
る
し
、
こ
れ
が
ま
た
、
伊
勢
神
道
と
吉
田
神
道
の
元
神
観
の
分
岐
点
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
慈
遍
の
説
く
元
神
は
、
国
常
立
尊
が
中
核
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

一
気
の
内
容
と
の
か
か
わ
り
あ
い
が
、
私
の
論
旨
の
目
的
で
あ
る
。
神
道
家
に

大
き
な
影
響
を
あ
た
え
て
、
諸
神
道
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
倭
姫
命
世
紀
』

中
の
託
宣
の
一
部
、
「
心
神
〈
則
ち
天
地
の
本
基
、
身
躰
〈
則
ち
五
行
の
化
生

な
り
。
篦
二
元
ヲ
元
ト
シ
テ
元
ノ
初
二
入
り
、
本
ヲ
本
と
シ
テ
本
ノ
心
二
任
セ

よ
・
」
と
符
号
し
て
、
「
元
を
元
と
し
生
を
超
え
、
本
を
本
と
し
死
を
出
づ
。

其
の
元
、
一
気
な
り
。
」
と
、
『
旧
事
本
紀
玄
義
』
に
慈
遍
は
著
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、

託
宣
中
の
「
心
神
」
と
「
元
」
と
「
本
ノ
心
」
は
、
同
一
の
も
の
す
な
わ
ち
、

元
神
を
意
味
し
て
お
り
、
慈
遍
も
同
書
の
な
か
に
、
こ
の
託
宣
を
引
用
し
て
い

る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
一
気
は
、

当
然
元
神
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
、
国
常
立
尊
や
心
神
な
ど
を
、
仮

り
に
神
学
的
表
現
と
考
え
れ
ば
、
一
気
は
そ
の
哲
学
的
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
慈
遍
の
こ
の
よ
う
な
元
神
の
別
名
の
処
置
は
、
『
旧
事
本
紀
玄
義
巻

第
五
』
の
な
か
の
『
御
鎮
座
本
紀
』
の
抜
文
中
で
も
、
「
萬
物
霊
是
封
名
日
二
虚

無
神
一
亦
日
二
大
元
神
一
亦
名
二
国
常
立
尊
一
亦
名
二
倶
生
神
一
」
と
、
国
常
立
尊
の

別
名
が
連
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
イ
ン
ド
仏
教
や
中
国
哲
学
と

の
交
流
の
な
か
で
、
伝
統
的
に
神
道
家
た
ち
の
な
か
で
習
慣
化
さ
れ
た
表
現
方

法
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
慈
遍
の
と
ら
え
た
元
神
の
哲
学
的
観
念

が
一
気
で
あ
る
と
す
る
な
れ
ば
、
国
常
立
尊
の
観
念
と
並
行
し
て
、
こ
の
一
気

の
観
念
を
究
明
す
る
と
き
、
慈
遍
の
把
握
し
た
元
神
観
が
、
よ
り
一
層
明
解
に

理
解
さ
れ
よ
う
。

『
豐
葦
原
神
風
和
記
巻
上
』
に
、
慈
遍
の
考
え
た
国
常
立
尊
の
こ
と
が
、
次

ぎ
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

・
此
天
神
七
代
ノ
内
始
ノ
國
常
立
尊
ヲ
虚
無
神
ト
申
也
只
名
ノ
ミ
ァ
リ
テ
實
ノ

姿
ナ
シ
然
ル
’
一
天
地
〈
終
レ
ド
モ
其
神
〈
不
し
終
物
ノ
形
ハ
カ
ワ
レ
ド
モ
其

道
〈
不
し
替
常
二
起
リ
テ
常
二
国
ヲ
成
セ
ル
ガ
故
一
一
国
常
立
ト
ハ
申
也
如
レ
此

一
一
一



其
理
ノ
ミ
ニ
シ
テ
未
し
顯
ヲ
（
国
常
立
尊
卜
名
付
ヶ
其
氣
姿
ノ
顯
初
ム
ル
ョ

リ
天
御
中
主
尊
ト
〈
申
也
ス
。
ヘ
テ
天
地
二
先
立
テ
天
地
ト
ト
モ
｜
一
成
レ
ル
神

也
力
、
ル
故
二
此
神
ヲ
（
五
行
一
天
配
定
ラ
レ
ザ
ル
者
也

慈
遍
は
、
こ
こ
で
、
国
常
立
尊
を
「
ス
。
ヘ
テ
天
地
二
先
立
テ
天
地
ト
ト
モ
ニ
成

レ
ル
神
」
で
、
「
五
行
一
天
配
定
ラ
レ
ザ
ル
」
神
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
さ

き
に
掲
げ
た
史
料
で
、
慈
遍
は
、
一
気
の
こ
と
を
「
天
地
未
開
ケ
ザ
リ
シ
ト
キ

ー
ノ
気
起
り
」
、
天
地
と
と
も
に
「
葦
牙
ノ
如
ク
成
り
出
シ
モ
ノ
」
で
、
こ
れ

が
、
「
空
一
一
力
、
リ
テ
顯
シ
ヲ
神
ノ
始
」
と
い
う
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
こ

の
二
史
料
に
説
か
れ
て
い
る
一
気
と
、
国
常
立
尊
を
照
合
し
て
承
る
と
、
両
者

、
、
、
、
、
、

の
内
容
は
、
森
羅
万
象
全
て
の
起
源
で
あ
る
こ
と
で
一
致
し
、
一
気
の
葦
牙
の

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

如
く
成
り
出
し
と
き
ま
で
が
、
い
わ
ゆ
る
国
常
立
尊
と
符
合
し
、
空
に
か
か
っ

、
、
、
、
、
、

て
顯
わ
れ
た
神
が
、
天
御
中
主
尊
と
符
合
し
て
い
る
。
こ
の
元
神
観
念
は
、
伝

統
的
に
兼
倶
に
う
け
つ
が
れ
、
兼
倶
は
、
「
形
不
顯
」
を
国
常
立
尊
と
し
、
「
形

顯
」
を
天
御
中
主
命
と
し
て
、
こ
の
二
神
を
同
体
異
名
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
慈
遍
の
元
神
観
念
を
よ
り
詳
細
に
理
解
す
る
た
め
、
一
気
と
国
常
立

尊
に
関
す
る
記
述
を
、
『
旧
事
本
紀
玄
義
』
か
ら
抜
文
し
て
左
に
ま
と
め
て
み

ブ
（
》
Ｏ

は
じ
め
い
き

・
陰
陽
本
一
な
り
・
一
の
気
物
を
変
ず
。

か

・
陰
陽
に
於
て
孤
立
せ
ず
、
中
に
し
て
変
化
を
論
ず
。
源
流
を
尋
ぬ
れ
ば
、
且

つ
陽
化
を
以
て
生
と
為
り
顯
と
為
る
。
此
れ
陽
、
陰
に
変
じ
、
死
に
帰
し
冥

も
と

に
帰
す
。
元
是
れ
一
の
気
の
分
れ
て
両
儀
と
成
る
な
り
。
其
の
陽
は
天
と
為

り
、
其
の
陰
は
地
と
為
る
。
上
下
漸
く
去
り
、
昇
沈
遙
に
隔
る
。
其
の
天
の

陽
魂
は
即
ち
心
神
を
掌
り
、
其
の
地
の
陰
塊
は
即
ち
色
霊
を
掌
る
。

・
形
を
受
く
る
者
は
必
ず
生
死
有
り
。
変
化
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
皆
陰
陽
な

り
。
生
陽
と
、
死
陰
と
、
其
の
躰
、
二
つ
元
し
。
心
神
と
色
霊
と
、
其
の

性
、
一
に
帰
す
。

・
元
を
元
と
し
生
を
超
え
、
本
を
本
と
し
死
を
出
づ
・
其
の
元
、
一
気
な
り
。

彼
の
本
、
此
の
心
な
り
・
念
念
元
有
り
。
事
々
本
に
帰
す
。
是
を
太
達
と
称

ふ
。

・
夫
神
之
為
し
神
者
先
二
天
地
一
之
神
也
道
之
為
し
道
者
超
二
乾
坤
一
之
道
也
非
二
識

所
ア
識
非
二
言
所
咳
言
但
協
二
正
直
清
浄
一
自
拝
一
一
国
常
立
尊
一
美

・
本
来
無
二
一
物
一
元
神
是
如
何

・
神
一
道
者
陰
陽
不
し
測
無
二
之
盟
者
変
化
元
し
窮
会
レ
之
則
心
虚
而
頓
超
二
乾
坤

之
表
一

・
謂
太
元
神
無
し
名
無
し
状
即
虚
無
霊

慈
遍
は
、
こ
の
よ
う
に
国
常
立
尊
を
、
．
気
」
「
神
一
道
」
「
虚
無
神
」
「
虚

無
霊
」
「
太
元
神
」
な
ど
の
称
呼
で
も
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
慈
遍
の
考
え

た
元
神
観
念
は
、
．
物
無
き
と
こ
ろ
よ
り
存
在
し
、
天
地
に
先
き
立
ち
、
陰

陽
不
測
・
陰
陽
を
超
え
た
始
源
な
る
存
在
で
、
正
直
・
清
浄
を
備
え
た
虚
無

霊
、
そ
し
て
生
死
を
超
え
た
存
在
で
あ
り
、
物
を
変
化
さ
せ
る
。
変
化
は
陰
陽

で
説
明
さ
れ
る
が
、
躰
・
性
は
元
神
に
帰
る
。
」
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
慈
遍
の
説
く
一
気
、
す
な
わ
ち
国
常
立
尊
な
る
元
神
は
、
永
遠
性
と
天

地
創
造
性
を
も
っ
た
超
越
神
な
る
性
格
を
も
つ
こ
と
は
、
よ
く
表
現
さ
れ
て
い

る
が
、
積
極
的
に
主
宰
神
な
る
性
格
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
生
き
と
し
生
け
る

、
、

も
の
の
普
遍
的
な
性
質
と
し
て
変
化
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
陰
陽
で
説
明

、
、

、
、

さ
れ
、
変
化
の
終
末
に
は
元
神
に
も
ど
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
変
化
さ
せ

て
い
る
も
の
は
、
元
神
で
あ
る
と
い
う
ほ
ど
の
説
明
を
加
え
て
い
る
が
、
積
極

的
に
、
森
羅
万
象
こ
と
ご
と
く
の
主
宰
が
、
元
神
に
あ
る
と
い
う
表
現
は
、
慈

一
一
一
一



慈
遍
は
、
か
の
有
名
な
『
徒
然
草
』
の
作
者
で
あ
る
吉
田
兼
好
の
兄
弟
と
し

て
知
ら
れ
、
兼
倶
と
も
親
族
関
係
に
あ
る
。
卜
部
氏
の
家
学
を
よ
く
身
に
つ

け
、
天
台
僧
と
し
て
の
学
問
・
知
識
を
傾
け
、
慈
遍
独
自
の
神
道
論
を
う
ち
た

て
、
よ
う
や
く
神
道
を
優
位
に
置
く
反
本
地
垂
迩
思
想
を
も
り
こ
ん
だ
『
豊
箪

原
神
風
和
記
』
を
著
し
た
。
慈
遍
は
、
天
台
僧
と
し
て
の
立
場
よ
り
も
、
彼
の

生
ま
れ
、
血
筋
に
生
き
、
伝
統
的
な
家
学
を
守
り
発
展
さ
せ
る
態
度
が
、
彼
の

神
道
論
を
支
え
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
は
兼
倶
に
よ
っ
て
ゑ
ご
と
に
花
開
く
の

で
あ
る
。

兼
倶
の
唱
え
た
唯
一
神
道
の
根
本
的
な
拠
る
と
し
て
、
三
部
の
本
書
を
挙
げ

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
書
で
あ
る
『
日
本
書
紀
神
代
巻
』
に
書
か
れ
て
い

る
国
常
立
尊
の
こ
と
を
、
兼
倶
は
、
次
ぎ
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

ノ

テ
ハ
ニ
ノ

・
第
’
一
國
常
立
尊
神
皇
實
録
日
是
無
名
之
名
無
状
之
状
也
在
し
天
元
氣
元

〈
ニ
テ
ハ
ノ
ー
エ

在
し
地
一
霊
之
元
在
し
人
性
Ｉ
命
之
元
故
名
二
大
元
尊
神
一
云
叉
〈
号
二
大
空
一
虚

大
元
尊
神
一
也
「
無
極
云
太
極
卜
唇
蒙
ニ
ァ
ル
ソ
然
ト
モ
無
極
〈
無
沙
汰
テ

カ
ッ
ヶ
ラ
レ
ヌ
所
ヲ
云
大
極
く
万
物
氣
ヲ
フ
ク
ミ
動
形
有
ソ
」
神
道
〈
一
虚

ニ
シ
テ

ト
取
ソ
ー
ト
云
へ
〈
無
し
形
也
虚
卜
云
へ
〈
有
霊
也
無
ｌ
形
而
有
崖
妥
陰
ｌ
陽

ケ
ヲ
シ
ヲ
ク
ノ

不
ｌ
測
之
神
明
也
人
ｌ
々
學
レ
足
下
し
足
行
Ｉ
住
坐
ｌ
臥
造
次
顛
ｌ
浦
Ｉ
霊
Ｉ
是
常
尊

也
こ
の
兼
倶
の
解
説
か
ら
、
ま
ず
国
常
立
尊
が
、
大
元
尊
神
ま
た
は
、
大
空
一
虚

大
元
尊
神
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
、
『
唇
蒙
』
の
無
極
・
大
極
に
対
し
、
神

道
で
は
、
一
虚
と
と
る
と
明
言
し
て
い
る
。
無
極
が
、
「
無
沙
汰
テ
カ
ッ
ケ
ラ

遍
の
説
に
は
ま
だ
み
あ
た
ら
な
い
。

（
３
）
兼
倶
の
一
気
論
と
元
神
観

レ
ヌ
所
」
で
、
大
極
は
、
「
万
物
氣
ヲ
フ
ク
ミ
動
形
有
」
と
し
て
い
る
か
ら
、

ど
う
も
「
無
形
而
有
霊
」
な
る
一
虚
は
、
無
極
の
方
に
あ
た
る
よ
う
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、

大
極
の
気
ヲ
フ
ク
ミ
動
形
と
い
う
観
念
は
、
ど
う
し
て
も
他
の
箇
所
で
、
兼
倶

が
説
明
し
て
い
る
「
形
不
顯
ヲ
常
ト
云
形
顯
ヲ
天
御
中
主
命
ヲ
云
・
：
…
圃
尊
同

体
異
名
也
」
の
天
御
中
主
命
の
形
顯
の
観
念
に
あ
た
り
そ
う
だ
。
し
か
し
、
ど

の
史
料
か
ら
も
無
極
？
大
極
が
、
国
常
立
尊
・
天
御
中
主
命
で
あ
る
と
い
う
表

現
は
な
い
。
な
に
か
し
ら
の
ず
れ
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
し
か
、
兼
倶
の
神
道
説

の
な
か
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
解
説
を
ゑ
て
も
明
白
で
、
た
だ
、

関
連
し
た
観
念
と
し
て
、
意
識
的
に
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
是
認
で
き
る

こ
と
の
み
に
止
ど
ま
る
。
兼
倶
の
説
く
元
神
は
、
老
子
の
い
わ
ゆ
る
「
有
し
物

、
、

先
二
天
地
己
で
、
陰
陽
不
測
の
一
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
断
言
さ
れ
て
い

、
、

る
。
と
す
る
と
、
こ
の
老
子
の
説
く
一
物
と
は
、
「
道
」
も
し
く
は
「
虚
無
」

と
い
う
観
念
で
あ
る
と
兼
倶
は
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
世
の
究
極
的
な
る

も
の
を
、
「
道
」
「
無
極
」
「
大
極
」
な
ど
と
、
中
国
哲
学
で
把
握
し
て
い
る
こ

と
も
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
兼
倶
は
、
国
常
立
尊
を
「
大
空
一
虚
大
元
尊
神
」

．
気
」
「
陰
陽
不
測
之
一
物
」
。
神
」
．
念
不
生
神
」
な
ど
の
言
葉
で
も

表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ゑ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
こ
と
い
う
言
葉
が
、

国
常
立
尊
の
観
念
と
大
き
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
だ
。
兼
倶
は
、
こ
の
．
」

ル
〈
二
テ
ヲ

を
、
．
｜
天
数
ハ
ナ
イ
ソ
ー
〈
妙
也
言
語
所
ｒ
不
し
及
也
」
「
儒
道
以
レ
大
ｌ
極

為
し
ご
と
、
『
神
代
妙
』
で
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
常
立
尊
の
表
現

に
、
「
こ
と
い
う
言
葉
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
使
用
し
て
い
る
の
は
、
太
極
と
い
う

観
念
へ
の
想
定
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま

ス
ニ
ノ
ニ
カ
ス

ス
ル
ハ

え
て
、
「
揮
万
物
ノ
坂
レ
ニ
何
Ｉ
虚
一
版
所
大
事
也
一
版
ｌ
所
圃
尊
也
」
と
す

る
兼
倶
の
元
神
観
念
を
分
析
し
て
承
る
と
、
．
」
な
る
大
極
が
版
す
と
考
え

一
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ら
れ
て
い
る
無
極
の
想
定
も
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
無
極
而
大
極
」
の
無

極
が
、
国
常
立
尊
に
あ
た
り
、
道
教
の
「
道
」
に
も
通
じ
て
い
る
。
ま
た
、

「
形
不
顯
」
を
国
常
立
尊
、
「
形
顯
」
を
天
御
中
主
命
と
し
、
同
体
異
名
の
元

神
と
考
え
た
兼
倶
の
理
論
だ
て
が
、
こ
こ
に
見
事
に
い
き
て
く
る
わ
け
で
、
当

然
、
「
形
不
顯
」
な
る
国
常
立
尊
は
無
極
、
「
形
顯
」
な
る
天
御
中
主
命
が
、

太
極
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
是
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
兼
倶
は
、

『
日
本
書
紀
』
に
従
っ
て
一
応
両
者
の
区
別
を
以
上
の
よ
う
に
『
神
代
抄
』
に

記
述
し
て
い
る
も
の
の
、
他
の
兼
倶
の
神
道
書
の
な
か
で
は
、
意
図
し
て
両
者

の
区
別
は
し
て
な
く
、
国
常
立
尊
で
象
徴
さ
れ
る
大
空
一
虚
大
元
尊
神
な
る
元

神
の
表
現
を
た
い
て
い
は
用
い
て
い
る
。

兼
倶
は
、
．
虚
」
を
説
明
し
て
、
コ
ト
云
へ
〈
無
し
形
也
虚
ト
云
へ
〈
有

ニ
シ
テ

霊
無
Ｉ
形
而
有
し
霊
〈
陰
ｌ
陽
不
１
測
之
神
明
也
」
と
し
、
『
唇
蒙
』
に
「
無
極
云

太
極
」
と
説
か
れ
て
い
る
究
極
的
な
る
も
の
と
対
照
的
に
説
き
、
そ
こ
に
、
や

や
ず
れ
の
あ
る
こ
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
宋
儒
の
「
無
極
而
太

極
」
と
、
道
教
の
「
虚
無
」
す
べ
て
を
包
括
し
て
し
ま
う
観
念
を
、
兼
倶
は
考

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
兼
倶
の
み
つ
け
だ
し
た
神
道
独
得
の
一
虚
大

元
尊
神
な
る
元
神
観
念
で
あ
っ
た
。
兼
倶
の
い
う
無
形
に
し
て
有
霊
な
る
観
念

が
、
無
極
・
太
極
・
道
・
虚
無
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
借
り
ず
、
．
虚
」
と

い
う
言
葉
を
、
兼
倶
が
意
図
し
て
使
用
し
た
こ
と
も
、
神
道
独
自
の
元
神
観
念

で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
い
と
望
ん
だ
か
ら
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ

ち
、
「
霊
」
な
る
観
念
は
、
太
極
に
も
道
に
も
な
い
し
、
．
切
の
諸
神
、
有

情
・
非
情
の
精
霊
ノ
義
」
と
す
る
こ
の
観
念
は
、
兼
倶
が
承
つ
け
だ
し
た
独
自

の
元
神
の
観
念
を
、
日
本
の
神
々
の
観
念
に
結
び
つ
け
る
有
機
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

清
原
家
と
養
子
縁
組
を
し
た
兼
倶
の
息
子
宣
賢
は
、
父
兼
倶
の
教
学
を
よ
く

理
解
す
る
と
共
に
、
宋
儒
の
学
も
父
以
上
に
修
め
た
人
で
あ
っ
た
。
『
論
語
聰

塵
』
『
中
庸
章
句
』
『
大
学
聰
塵
』
『
虚
子
抄
』
な
ど
、
宣
賢
の
著
書
は
、
全
て

家
学
の
土
台
の
上
に
宋
儒
の
摂
取
が
み
ら
れ
、
宣
賢
の
神
道
説
を
如
実
に
表
現

し
て
い
る
『
日
本
紀
抄
』
の
神
観
念
に
も
、
明
白
に
そ
の
特
徴
が
で
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
宣
賢
自
身
は
、
父
兼
倶
の
説
を
尊
重
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

ま
た
、
「
無
極
而
太
極
」
と
い
う
観
念
の
導
入
は
、
慈
遍
に
お
い
て
、
森
羅

万
象
の
変
化
が
、
「
陰
陽
の
し
わ
ざ
」
も
し
く
は
、
元
神
が
起
こ
す
変
化
と
い

う
よ
う
な
か
た
ち
で
し
か
う
け
と
ら
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
兼
倶
に
お
い
て

は
、
大
元
尊
神
が
勅
し
て
「
五
行
有
り
」
で
、
大
元
尊
神
の
主
宰
と
い
う
大
き

な
思
考
の
展
開
と
な
っ
て
く
る
。
大
元
尊
神
が
、
「
人
倫
の
運
命
」
を
き
め
、

ゲ
プ
シ
ヲ

ク
ノ

「
人
ｌ
々
翠
レ
足
下
し
足
、
行
ｌ
住
坐
臥
、
造
Ｉ
次
顛
Ｉ
柿
ｌ
尽
是
園
尊
也
」
と
考
え

る
兼
倶
は
、
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
の
各
所
に
、
大
元
尊
神
の
主
宰
性
を
し

っ
か
り
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
兼
倶
が
、
慈
遍
ま
で
の
創
造
性
・
始
源
性
・
永
遠
性
を
も
つ

元
神
観
念
に
、
主
宰
性
を
加
え
た
こ
と
は
、
道
教
の
「
道
」
と
朱
子
学
の
「
無

極
而
太
極
」
な
る
観
念
に
非
常
に
近
く
接
近
さ
せ
た
の
だ
が
、
兼
倶
は
、
前
述

の
如
く
、
あ
く
ま
で
も
神
道
独
自
な
る
元
神
観
念
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、

．
虚
」
な
る
元
神
観
念
を
た
て
た
と
こ
ろ
が
、
い
わ
ゆ
る
日
本
人
な
る
神
道

家
兼
倶
の
自
信
と
誇
り
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
兼
倶
の
把
握
し
た
元
神
観
念
が
、

彼
同
身
に
と
っ
て
、
「
道
」
「
無
極
而
太
極
」
な
る
も
の
と
、
少
し
異
っ
た
も

の
で
あ
る
と
の
自
覚
が
あ
っ
た
も
の
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

（
４
）
宣
賢
の
一
気
論
と
元
神
観

一

五



が
、
宣
賢
の
宋
学
に
対
す
る
傾
倒
が
、
彼
の
神
道
説
に
兼
倶
と
異
な
っ
た
一
三

ア
ン
ス
を
各
所
に
に
じ
ゑ
だ
さ
せ
て
く
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
宣
賢
が
、
吉
田
家
の
家
学
を
伝
統
的
に
よ
く
継
承
し
た
人
で
あ
る

と
共
に
、
彼
自
身
の
才
覚
に
よ
っ
て
、
新
し
く
宋
学
を
そ
の
家
学
の
な
か
に
注

入
し
た
点
を
見
逃
が
す
べ
き
で
は
な
い
。
勿
論
、
兼
倶
も
宋
学
を
採
り
容
れ
た

人
で
は
あ
る
が
、
宣
賢
が
、
兼
倶
の
神
道
論
を
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
い
だ
わ
け
で

な
く
、
多
少
異
な
っ
た
見
地
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
気
の
解
釈
の
し
か
た

に
も
、
よ
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
く
る
こ
と
は
後
述
す
る
。

さ
て
、
宣
賢
の
元
神
観
を
把
握
す
る
に
は
、
ま
ず
家
学
の
伝
統
的
継
承
面
か

ら
考
え
る
と
、
慈
遍
か
ら
兼
倶
へ
と
ひ
き
つ
が
れ
て
き
た
も
の
、
ま
た
宣
賢
の

未
学
的
側
面
か
ら
は
、
一
条
兼
良
の
影
響
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
述

し
た
如
く
、
慈
遍
か
ら
兼
倶
に
い
た
る
う
ち
に
、
元
神
が
太
極
の
観
念
に
か
さ

な
っ
て
き
た
が
、
ま
だ
一
致
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
慈
遍
も
兼
倶

も
、
国
常
立
尊
を
一
気
の
言
葉
で
表
現
し
た
が
、
太
極
と
い
う
言
葉
で
は
表
現

し
な
か
っ
た
。
私
は
、
こ
こ
で
、
よ
う
や
く
巻
頭
に
掲
げ
た
石
田
教
授
の
「
宣

賢
の
い
う
大
元
尊
神
は
、
太
極
に
萠
す
一
気
で
、
太
極
と
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
た
め
に
、
造
物
主
的
性
質
が
つ
よ
く
、
主
宰
神
的
性
質
が
弱
か
っ
た
」
と
い

う
意
味
の
説
の
反
論
に
は
い
っ
て
い
く
。

ま
ず
最
初
に
、
宣
賢
は
、
「
大
元
尊
神
を
太
極
に
萠
す
一
気
と
把
え
、
太
極

と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
」
の
で
は
な
く
、
逆
に
「
太
極
の
一
気
」
と
「
太

極
」
を
、
同
一
観
念
で
把
握
し
て
い
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
こ
れ
を
証
明
す

る
史
料
を
左
に
掲
げ
て
ゑ
よ
う
。

（
マ
マ
）

价
虚
元
卜
云
〈
、
道
ノ
名
ナ
リ
、
道
生
レ
ー
、
一
生
二
、
ニ
レ
生
Ｆ
三
ト
イ
ヘ

リ
、
一
ト
ハ
大
極
ノ
ー
氣
、
二
二
天
地
ヲ
云
、
三
〈
人
ヲ
云
リ
、
天
地
ノ

ヲ

ヲ

目
虚
無
ト
云
汽
道
ノ
名
也
、
老
子
二
道
生
レ
ー
、
々
生
レ
ニ
、
々
生
し
三
、

々
生
二
万
物
一
ト
云
ソ
、
一
〈
太
極
ノ
ー
氣
ヲ
云
ソ
、
二
〈
天
地
、
三
〈
人

也
、
太
極
ノ
ー
氣
ト
云
モ
、
虚
無
ノ
道
ヨ
リ
生
ス
ル
ホ
ト
’
一
、
天
地
万
無

悉
ク
空
虚
一
一
帰
シ
テ
、
是
非
共
ニ
ナ
シ
ト
談
ス
ル
也
、

（
『
大
学
章
句
宣
賢
妙
』
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
）

伽
虚
無
ト
云
〈
、
道
ノ
名
也
、
道
・
生
一
、
ぐ
生
二
、
二
生
三
、
ト
云
ヘ
リ
、

（
マ
マ
）

一
ト
ハ
大
極
ノ
、
一
氣
、
ニ
ト
ハ
天
地
ヲ
云
、
三
ト
ハ
人
ヲ
云
ヘ
リ
、
天

地
人
ノ
生
ス
ル
事
〈
、
遥
一
一
、
以
後
ノ
事
也
、
太
極
ノ
ー
氣
ト
云
モ
、
虚

無
ノ
道
ヨ
リ
、
生
セ
リ
、
故
二
、
天
地
、
万
物
、
悉
ク
、
空
虚
二
版
シ
テ
、

是
非
ト
モ
ニ
ナ
シ
ト
談
セ
ル
宗
也
、

（
『
四
書
童
子
訓
巻
之
一
（
大
学
）
』
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
）

何
虚
無
卜
云
〈
、
道
ノ
名
也
、
道
生
一
、
一
生
三
生
三
ト
云
リ
、
一
ト
ハ

太
極
ノ
ー
氣
、
一
天
天
地
ヲ
云
、
三
〈
人
ヲ
云
リ
、
天
地
人
ノ
生
ス
ル
事

〈
、
ハ
ル
ヵ
ニ
以
後
ノ
事
也
、
太
極
ノ
ー
氣
ト
云
モ
、
虚
無
ノ
道
ヨ
リ
生

セ
リ
、
故
一
一
天
地
万
物
、
コ
ト
ノ
、
ク
、
空
虚
二
帰
シ
テ
、
是
非
ト
モ
ニ

ナ
シ
ト
、
談
セ
ル
宗
也
、

（
『
四
書
童
子
訓
巻
之
一
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

生
ス
ル
事
〈
、
遥
二
以
後
ノ
事
也
、
大
極
ノ
ー
氣
ト
云
モ
、
虚
元
ノ
道
ヨ

リ
生
セ
リ
、
故
二
天
地
万
物
、
コ
ト
ノ
、
ク
空
虚
一
一
帰
シ
テ
、
是
非
ト
モ

’
一
ナ
シ
ト
、
談
セ
ル
宗
也
、
（
『
大
学
童
子
訓
』
一
条
兼
良
・
国
会
図
書
館
蔵
）

一
一
ハ



㈹
老
子
ノ
虚
無
ト
ハ
道
ノ
名
也
、
道
生
レ
ー
、
々
生
二
、
々
生
三
と
云
リ
、

一
ト
ハ
、
大
極
ノ
ー
氣
ヲ
云
、
二
〈
、
天
地
ヲ
云
、
三
〈
人
ヲ
云
リ
、
天

キ

地
人
ノ
生
ス
ル
夏
〈
遥
二
以
後
ノ
哀
也
、
大
極
ノ
ー
氣
ト
云
モ
、
虚
無
ノ

道
ヨ
リ
、
生
セ
リ
、
故
二
天
地
万
物
、
悉
ク
空
虚
二
版
シ
テ
、
是
非
共

一
一
、
無
ト
談
ス
、

（
『
論
語
蕊
塵
』
国
会
図
書
館
蔵
）

（
※
棒
線
は
小
山
記
入
）

史
料
㈹
㈲
例
が
、
一
条
兼
良
の
『
四
書
童
子
訓
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
ほ

と
ん
ど
こ
の
書
の
祖
述
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
類
似
し
た
記
述
を
し
て
い
る
宣
賢

の
『
大
学
抄
』
『
論
語
聴
塵
』
な
ど
の
書
か
ら
と
っ
た
史
料
が
、
㈲
㈱
㈲
的
で

あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
兼
良
の
記
述
し
た
コ
ト
ハ
太
極
ノ
ー
氣
」
と
い
う

㈹
虚
無
ト
ハ
老
子
ノ
立
ル
所
ノ
道
ヲ
云
、
道
生
し
一
々
生
レ
ニ
、
々
生
し
三
ト

云
、
一
ト
ハ
大
極
ノ
ー
氣
、
ニ
ト
ハ
天
地
ヲ
云
、
三
ト
ハ
人
ヲ
云
、
天
地

人
ノ
生
ス
ル
事
〈
、
遥
二
以
後
ノ
コ
ト
也
、
太
極
ノ
ー
氣
ト
云
モ
、
虚
無

ノ
道
ヨ
リ
生
セ
リ
、
天
地
未
分
ノ
前
〈
、
虚
一
一
シ
テ
何
モ
ナ
シ
、
故
一
一
天

地
萬
物
悉
ク
空
虚
一
一
歸
シ
テ
、
是
非
共
一
一
ナ
シ
ト
、
談
セ
ル
宗
也
、

（
『
大
学
章
句
』
国
会
図
書
館
蔵
）

㈱
虚
無
ト
云
〈
、
道
ノ
名
也
、
老
子
二
道
〈
、
生
一
、
々
、
生
二
、
々
、
生

ル
ヲ

（
マ
マ
）

三
、
々
、
生
一
万
物
ヲ
云
ソ
、
一
〈
、
太
極
ノ
氣
ヲ
云
ソ
、
一
天
、
天
地
、

三
〈
、
人
也
、
大
極
ノ
ー
氣
ト
云
モ
、
虚
無
ノ
道
ヨ
リ
生
ス
ル
ホ
ト
ニ
、

天
地
万
物
尽
ク
、
虚
無
二
帰
シ
テ
、
是
非
共
一
一
ナ
シ
ト
談
ス
ル
也
、

（
『
大
学
抄
』
国
会
図
書
館
蔵
）

表
現
を
、
宣
賢
は
、
忠
実
に
ま
も
っ
て
い
る
。
次
ぎ
に
、
宣
賢
自
身
の
神
道
説

を
述
べ
た
『
神
代
巻
抄
』
の
な
か
で
、
同
様
な
記
述
を
し
て
い
る
箇
所
を
、
蔵

書
別
に
掲
げ
て
み
る
。

側
道
〈
・
虚
無
ノ
道
也
・
一
ト
ハ
・
太
極
ノ
ー
氣
ヲ
云
・
ニ
ト
ハ
・
天
地
ヲ

云
・
三
ト
ハ
人
ヲ
云
・
天
地
人
ノ
生
ス
ル
事
〈
・
遥
二
以
後
ノ
事
也
・
大

極
ノ
ー
氣
卜
云
モ
・
虚
無
ノ
道
ヨ
リ
生
ス
ト
云
・
其
虚
無
ノ
道
ト
云
モ
・

儒
ノ
太
極
ノ
処
也
・
本
有
ノ
理
也
・
教
一
天
・
真
如
法
性
ト
云
・
禅
一
天

・
本
地
風
光
卜
云
処
也
・
内
典
外
傳
・
顕
密
・
イ
ッ
レ
モ
・
此
段
一
一
キ
ハ

マ
ル
也
・

（
『
神
代
巻
環
翠
抄
上
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

Ｌ

は
老
子
ノ
・
道
生
一
・
一
生
二
・
二
生
三
三
ト
云
・
一
〈
太
極
也
・
儒
道
ニ

ハ
・
太
極
ヲ
以
テ
・
一
ト
ス
。

⑥
道
〈
、
虚
無
ノ
道
也
、
一
ト
ハ
、
太
極
ノ
ー
氣
ヲ
云
、
ニ
ト
ハ
、
天
地
ヲ

云
、
三
ト
ハ
、
人
ヲ
云
、
天
地
人
ノ
生
ス
ル
事
〈
、
遥
二
以
後
ノ
事
也
、

太
極
ノ
ー
氣
ト
云
モ
、
虚
無
ノ
道
ヨ
リ
生
ス
ト
云
、
其
虚
無
ノ
道
ト
云

モ
、
儒
ノ
太
極
ノ
処
也
、
本
有
ノ
理
也
、
教
一
天
、
真
如
法
性
ト
云
、
禅

一
天
、
本
地
風
光
ト
云
処
也
、
内
典
外
傳
、
顕
密
イ
ッ
レ
モ
、
此
段
ニ
キ

ハ
マ
ル
也
、

（
『
神
代
抄
一
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

化
老
子
ノ
、
道
生
一
、
一
生
二
、
ミ
生
三
、
ト
云
、
一
〈
太
極
也
、
儒
道
ニ

ハ
太
極
ヲ
以
テ
ー
ト
ス
、

（
『
同
書
三
完
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

（
『
同
書
下
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

一

七



⑥
道
〈
、
虚
無
ノ
道
也
、
一
ト
ハ
、
太
極
ノ
ー
氣
ヲ
云
、
ニ
ト
ハ
、
天
地
ヲ

云
、
三
卜
〈
人
ヲ
云
、
天
地
人
ノ
生
ス
ル
事
〈
、
遥
二
以
後
ノ
事
也
、
太

（
マ
マ
）

極
ノ
ー
氣
ト
云
モ
、
虚
無
ノ
道
ヨ
リ
生
ス
ト
云
、
其
虚
道
ノ
道
ト
云
モ
、

儒
ノ
太
極
ノ
処
也
、
本
有
ノ
理
也
、
教
一
天
、
真
Ｉ
如
Ｉ
法
ｌ
性
ト
云
、
禅

一
三
、
本
ｌ
地
風
ｌ
光
ト
云
処
也
、
内
！
典
外
ｌ
傳
ｌ
顕
密
、
イ
ッ
レ
モ
、
此

段
ニ
キ
ハ
マ
ル
也

（
『
日
本
紀
知
』
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

Ｌ

に
老
子
ノ
、
道
生
一
、
一
生
二
、
ぐ
生
三
、
ト
云
、
一
〈
太
極
也
、
儒
道
一
一

〈
太
極
ヲ
以
テ
ー
ト
ス
、

（
『
日
本
紀
勇
』
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

佃
老
子
ノ
道
生
一

一
ト
ス

キ
ョ
ム

③
付
道
〈
・
虚
Ｉ
無
ノ
道
ｌ
也
・
一
ト
ハ
・
太
極
ノ
ー
‐
氣
ヲ
云
。
ニ
ト
ハ
・
天

ハ
ル
力

地
ヲ
云
・
三
ト
ハ
人
ヲ
云
。
天
Ｉ
地
人
ノ
生
ス
ル
事
〈
・
遙
二
以
Ｉ
後
ノ

宴
Ｉ
也
。
太
極
ノ
ー
‐
氣
ト
云
モ
虚
ｌ
無
ノ
道
ヨ
リ
生
ス
ト
云
。
其
ノ
虚
Ｉ
無

ウ

ノ
道
ト
云
モ
。
儒
ノ
大
Ｉ
極
ノ
処
也
。
本
Ｉ
有
ノ
理
也
。
教
ニ
ハ
・
真
ｌ
如

シ
ヤ
ウ
ケ
ン
ミ
ッ

法
ｌ
性
ト
云
。
禅
一
三
・
本
ｌ
地
風
Ｉ
光
ト
云
処
也
。
内
Ｉ
典
外
ｌ
傳
顕
密
イ

１
Ｊ
″
シ
ヲ

ヲ

ヲ
ス
ヲ

に
道
生
レ
ニ
生
レ
ニ
ニ
生
し
三
々
生
し
万
物
ト
云
ハ
ー
ハ
太
極
一
天
天
地
三
〈

人
也
儒
〈
太
極
卜
云
道
〈
虚
無
ト
云（
『
神
代
合
解
』
国
会
図
書
館
蔵
）

１

口

一
生
二
々
生
三
ト
云
一
〈
太
極
也
儒
道
一
天
太
極
ヲ
以
テ

（
『
神
代
巻
環
翠
抄
下
三
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

キ
ョ
ム

⑧
付
道
〈
・
虚
ｌ
無
ノ
道
ｌ
也
・
一
ト
ハ
・
太
極
ノ
ー
ー
氣
ヲ
云
。
ニ
ト
ハ
・

ハ
ル
力

天
地
ヲ
云
・
三
ト
ハ
人
ヲ
云
・
天
ｌ
地
人
ノ
生
ス
ル
事
〈
・
遙
二
以
ｌ
後

ノ

ノ
哀
也
。
大
極
ノ
ー
‐
氣
ト
云
モ
虚
ｌ
無
ノ
道
ヨ
リ
生
ス
ト
云
。
其
虚
ｌ
無

ウ

ノ
道
ト
云
モ
。
儒
ノ
大
！
極
ノ
処
也
。
本
ｌ
有
ノ
理
也
。
法
教
一
天
・
真
！

シ
ヤ
ウ
ケ
ン
、
、
、
シ

如
ｌ
性
卜
云
。
禅
一
三
・
本
Ｉ
地
風
ｌ
光
ト
云
処
也
。
内
ｌ
典
外
ｌ
傳
顕
密
イ

ノ

ッ
レ
モ
。
此
段
ニ
キ
〈
マ
ル
也
。
（
『
日
本
紀
神
代
抄
起
』
国
会
図
書
館
蔵
）

ハ
ー
ノ
ス
ル
ノ
ヲ

旧
付
道
生
し
一
之
一
ト
ハ
太
－
極
ノ
ー
‘
氣
ヲ
云
。
一
天
天
ｌ
地
ヲ
云
。
三
〈
・

人
ヲ
云
。
道
ト
ハ
・
虚
ｌ
無
ノ
道
也
。
天
Ｉ
地
人
ノ
生
ス
ル
事
モ
遥
二
以
‐

（
マ
マ
）

後
ノ
事
也
。
太
’
極
ノ
氣
ト
云
モ
。
虚
無
ノ
道
ヨ
リ
生
セ
リ
ト
云
。

（
『
同
書
第
四
』
国
会
図
書
館
蔵
）

ス
ヲ

ス
ヲ

ヲ

佃
老
子
ノ
道
生
レ
ー
・
一
生
し
二
・
二
生
し
三
卜
云
。
儒
道
ニ
ハ
太
極
ヲ
以
テ
ー

、
ト
ー
ス
ｏ

（
『
同
書
下
巻
之
沙
汰
』
国
会
図
書
館
蔵
）

（
棒
線
は
小
山
記
入
）

以
上
の
史
料
は
、
宣
賢
の
『
日
本
紀
抄
』
に
み
ら
れ
る
記
述
で
、
同
一
書
の
記

述
は
、
同
じ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

ツ
レ
モ
。
此
ノ
段
一
一
キ
〈
マ
ル
也

（
『
日
本
紀
神
代
抄
起
之
一
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

、
０
ノ
ス
ル
ノ
ヲ

仏
付
道
生
し
一
之
一
ト
ハ
太
Ｉ
極
ノ
ー
‘
氣
ヲ
云
。
一
天
天
Ｉ
地
ヲ
云
。
三
〈
・

人
ヲ
云
。
道
ト
ハ
・
虚
ｌ
無
ノ
道
也
。
天
Ｉ
地
人
ノ
生
ス
ル
事
モ
遥
二
以
！

（
マ
マ
）

後
ノ
事
也
。
太
’
極
ノ
氣
ト
云
モ
。
虚
無
ノ
道
ヨ
リ
生
セ
リ
ト
云
。

（
『
同
書
四
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
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さ
て
、
史
料
⑧
帥
㈹
㈹
＠
Ｍ
㈹
㈲
に
お
い
て
承
ら
れ
る
言
」
と
く
、
宣
賢
は
、

「
太
極
ノ
ー
氣
」
と
「
太
極
」
を
、
同
一
観
念
で
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
㈲
伽
⑧
㈹
㈹
か
ら
の
史
料
で
は
、

「
太
極
ノ
ー
氣
」
で
統
一
し
た
か
に
等
え
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
げ
に
承
ら
れ
る

如
く
、
「
大
極
」
と
い
う
表
現
が
は
い
っ
て
く
る
。
結
局
、
宣
賢
は
、
「
太
極

ノ
ー
氣
」
と
「
太
極
」
を
、
同
一
観
念
で
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

私
の
反
証
の
第
一
は
、
目
的
を
達
し
た
わ
け
で
あ
る
。

次
ぎ
に
、
宣
賢
が
、
大
元
尊
神
を
「
大
極
ノ
ー
気
」
と
把
え
て
い
た
か
ど
う

か
、
ま
た
、
石
田
教
授
の
言
わ
れ
る
如
く
、
大
元
尊
神
の
主
宰
性
が
、
弱
い
と

把
え
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
宣
賢
が
、
大
元
尊

神
と
太
極
を
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
て
い
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、

ヲ
フ
ク
メ
リ
キ
ザ
シ
ヲ
テ
ハ
二

・
含
し
牙
ｌ
天
地
一
一
先
テ
、
一
気
ノ
萠
ス
ヲ
云
、
在
二
天
地
一
太
極
之

一
プ
ハ
二

物
、
在
二
人
倫
一
、
一
霊
之
初
ノ
所
也
、

。
人
畜
ト
モ
ニ
太
極
ヨ
リ
出
生
ス
万
物
皆
其
本
奎
也

イ
ト

ハ
タ
モ
ノ

・
日
月
ヲ
絲
ト
シ
、
五
行
ヲ
機
ト
シ
テ
、
万
物
ヲ
織
出
ス
者
〈
、
国
常
立
尊

也
、

・
国
常
立
尊
〈
無
始
終
也

・
無
極
而
太
極
者
、
無
始
而
始
、
無
生
而
生
之
意
也
、
太
極
二
字
、
謂
理
之
極

致
、

ズ
ヲ
テ
ハ
ニ
テ
ハ
ニ
テ
ハ
ニ

・
非
し
言
二
乾
坤
未
し
分
時
一
在
し
天
元
気
之
元
、
在
し
地
一
霊
之
元
、
在
し
人
性
命

久
タ
イ
ゲ
ン
ソ
ン
シ
ン
ト
フ

之
元
、
故
名
二
大
元
尊
神
一
、
叉
日
二
大
空
一
虚
太
元
尊
神
一
、

（
以
上
『
日
本
紀
知
仁
勇
』
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

・
性
ノ
字
〈
心
ヲ
篇
ニ
シ
テ
、
生
ノ
字
ヲ
カ
ヶ
リ
、
是
人
ノ
生
テ
得
理
也
、
故

ア
タ
フ
ル
ヲ

ニ
韓
昌
黎
モ
、
与
レ
之
謂
レ
性
ト
、
人
ノ
上
二
於
テ
ハ
性
ト
云
、
天
二
在
テ

〈
、
理
卜
云
、
名
コ
ト
ニ
シ
テ
理
〈
同
ジ
、

（
『
大
学
蕊
塵
』
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）

か
く
の
如
く
、
宣
賢
の
い
う
国
常
立
尊
が
、
宋
儒
の
理
・
性
に
あ
た
り
、
太
極

を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
て
承
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

宣
賢
が
、
宋
学
で
い
っ
て
い
る
大
極
を
、
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
受
け
容
れ
て

い
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
宣
賢
は
、
道
教
の
虚
は
虚
に
し
て
無
、
儒

教
の
虚
は
虚
に
し
て
有
で
あ
り
、
周
子
の
い
わ
ゆ
る
「
無
極
而
太
極
」
と
い
う

無
極
は
虚
、
太
極
は
有
で
あ
る
と
、
『
大
学
蕊
塵
』
『
大
学
章
句
』
な
ど
の
な

か
に
明
記
し
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宣
賢
自
身
の
神
道
論
で
は
、

次
ぎ
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。

ニ
シ
テ

・
周
嫌
溪
力
是
ヲ
太
ｌ
極
而
無
極
ト
云
モ
マ
タ
ヶ
カ
レ
タ
ル
ホ
ト
ニ
無
極
ヨ

リ
太
極
力
生
ス
ル
ト
云
也
畢
寛
太
極
モ
形
〈
ナ
イ
物
ナ
レ
ハ
無
極
同
物
也

（
『
神
代
合
解
』
）

・
太
極
ノ
ー
氣
卜
云
モ
、
虚
無
ノ
道
ヨ
リ
生
ス
ト
云
、
其
虚
無
ノ
道
ト
云
モ
、

儒
の
太
極
ノ
処
也
、
本
有
ノ
理
也
、
教
一
天
、
真
如
法
性
ト
云
、
禅
一
天
、

本
地
風
光
ト
云
処
也
、
内
典
外
傳
、
顕
密
イ
ッ
レ
モ
、
此
段
ニ
キ
ハ
マ
ル

也
、

（
『
神
代
抄
こ
）

・
此
〈
未
分
一
氣
混
然
ダ
ル
処
也
此
時
〈
天
地
ト
云
陰
陽
ト
モ
云
マ
イ
ヶ
レ
ト

モ
ー
性
來
循
環
ス
ヘ
キ
道
理
〈
具
テ
ァ
ル
ホ
ト
’
一
云
ヘ
リ
佛
經
ニ
ト
ラ
ハ
空

劫
ヲ
指
へ
シ

（
『
神
代
合
解
』
）

一
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こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
ゑ
て
、
宣
賢
は
、
太
極
も
虚
無
の
道
か
ら
生
じ
る
と
道
教

で
は
い
っ
て
い
る
が
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
そ
の
虚
無
の
道
も
太
極
の
処
を
い

っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
ま
た
、
太
極
は
無
極
と
同
物
で
本
有
の
理
で
あ
り
、
仏

教
で
は
真
如
法
性
、
禅
で
は
本
地
風
光
と
い
う
と
考
え
て
い
る
。
未
分
一
気
混

然
た
る
時
は
、
仏
教
で
い
う
空
劫
を
指
し
て
い
る
と
も
考
え
て
い
る
。
換
言
す

れ
ば
、
宣
賢
は
、
儒
仏
道
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
究
極
な
る
も
の
を
説
い
て
は

い
る
も
の
の
、
結
句
は
、
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
こ

に
、
宣
賢
自
身
の
独
得
な
太
極
観
の
創
造
が
あ
り
、
国
常
立
尊
の
観
念
と
一
致

ニ
シ
テ

さ
せ
て
い
る
の
だ
が
、
反
面
、
「
神
者
得
一
不
一
、
専
一
非
一
、
而
無
し
形
、

ニ
シ
テ

フ
シ
キ

虚
而
有
し
霊
〈
、
陰
陽
不
測
之
神
明
也
」
（
『
日
本
紀
知
仁
勇
』
）
と
説
い
て
い
る

の
だ
か
ら
、
こ
の
宣
賢
の
元
神
観
は
、
兼
倶
か
ら
う
け
つ
い
で
き
た
神
道
独
自

の
元
神
観
念
で
あ
る
と
す
る
自
負
は
、
忘
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
表
現
以

外
は
、
宣
賢
の
元
神
観
は
、
ほ
と
ん
ど
太
極
の
観
念
と
重
な
っ
て
い
る
。

宣
賢
の
説
き
た
い
と
思
っ
た
元
神
観
念
は
、
儒
仏
道
の
究
極
を
一
致
さ
せ
、

な
お
か
つ
、
そ
れ
を
包
含
し
た
よ
り
一
歩
ぬ
き
ん
で
た
大
き
な
内
容
を
も
つ
元

神
観
念
で
あ
る
と
言
い
た
か
っ
た
よ
う
だ
。
と
い
う
こ
と
は
、
石
田
博
士
が
、

「
神
道
の
立
場
か
ら
儒
仏
老
三
教
の
所
説
を
習
合
し
て
い
る
点
で
、
従
前
の
仏

教
か
ら
神
道
を
説
い
た
本
地
垂
迩
説
と
し
て
の
神
仏
習
合
思
想
と
は
性
質
を
こ

と
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
、
い
ゑ
じ
く
も
『
神
道
思
想
集
』
で
論
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
立
証
し
た
こ
と
に
も
な
る
。
そ
し
て
ま
た
、
『
日
本
の
開
花
』

に
お
い
て
、
「
鎌
倉
文
化
が
典
型
主
義
文
化
の
残
照
と
し
て
、
無
常
観
、
時
処

機
相
応
主
義
、
選
択
の
論
理
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
、
室
町
文
化
が
応
変
主
義

文
化
の
曙
光
と
し
て
、
不
定
観
、
函
数
主
義
、
抱
摂
の
論
理
に
よ
っ
て
さ
さ
え

ら
れ
て
い
る
」
と
論
じ
ら
れ
た
「
抱
摂
の
論
理
」
を
、
確
か
に
、
宣
賢
の
神
道

・
箱
一
天
真
淨
妙
心
ト
云
天
地
ノ
根
元
万
物
ノ
根
元
万
物
ノ
霊
性
人
倫
ノ
運
命

也
有
ｌ
情
非
ｌ
情
神
明
ノ
内
證
ニ
ァ
ラ
ス
ト
云
可
ナ
シ

（
『
神
代
合
解
』
）

か
く
の
如
く
、
宣
賢
の
説
い
た
元
神
は
、
非
常
に
主
宰
性
の
強
い
も
の
で
あ

る
。
儒
仏
道
の
究
極
で
一
致
さ
せ
た
宣
賢
独
得
の
太
極
観
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

自
体
に
主
宰
性
が
強
く
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
包
含
す
る
国
常
立
尊

と
い
う
元
神
に
、
主
宰
性
が
弱
い
は
ず
が
な
い
。
元
神
の
主
宰
性
に
関
し
て

は
、
ほ
と
ん
ど
兼
倶
の
説
い
た
性
格
に
等
し
い
と
思
え
る
。
宣
賢
は
、
父
兼
倶

の
神
道
説
を
忠
実
に
う
け
つ
ぎ
な
が
ら
、
兼
良
か
ら
宋
学
の
影
響
を
多
大
に
う

け
、
つ
い
に
は
、
彼
の
神
道
説
の
な
か
に
、
自
分
自
身
の
神
観
念
を
ゑ
つ
け
だ

し
、
父
兼
倶
か
ら
も
兼
良
か
ら
も
、
微
妙
な
か
た
ち
で
、
一
応
脱
皮
し
た
の
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

家
行
は
、
ご
く
抽
象
的
な
「
機
前
」
と
い
う
観
念
を
生
み
だ
し
た
が
、
現
世

的
な
も
の
と
の
関
連
性
に
欠
け
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
慈

遍
は
、
コ
ノ
氣
」
な
る
も
の
を
、
こ
の
宇
宙
の
元
と
し
て
把
握
し
、
元
神
と

天
照
大
神
と
の
関
係
を
、
皇
室
と
の
結
び
つ
き
で
説
き
、
具
体
的
な
「
三
種
ノ

論
に
ふ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
つ
ぎ
に
、
元
神
の
主
宰
性
で
あ
る
が
、
ま
ず
史
料
を
掲
げ
て
承
よ
う
。

コ
ソ
ク
ゲ
ソ
ク

・
人
々
挙
足
下
足
、
行
住
坐
臥
、
造
次
顛
浦
、
コ
ト
ノ
、
ク
是
国
常
立
尊
也
、

・
神
変
〈
、
草
木
顕
二
枝
葉
一
、
生
し
花
、
成
し
草
是
也
、（
以
上
『
日
本
紀
知
仁
勇
』
）

む
す
び
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神
器
」
が
、
現
世
を
超
え
た
神
々
の
存
在
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
重
な
り
、
天
地

開
關
の
時
点
か
ら
継
続
し
た
尊
さ
を
、
人
々
の
心
に
、
し
っ
か
り
と
植
え
つ
け

る
役
目
を
果
た
す
と
共
に
、
兼
倶
の
説
く
大
空
一
虚
大
元
尊
神
の
土
台
と
な
る

観
念
を
、
見
事
に
う
ち
だ
し
た
。

ま
ず
、
慈
遍
は
、
神
書
に
の
っ
て
い
る
各
々
の
元
神
を
統
一
し
、
内
容
的
に

ゑ
て
、
そ
れ
ら
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
帰
結
す
る
こ
と
か
ら
元
神
観
念
を
説

き
お
こ
し
、
そ
れ
が
吉
田
神
道
の
元
神
の
伝
統
と
し
て
伝
わ
り
、
ま
た
、
伊
勢

神
道
の
元
神
と
の
分
岐
点
と
も
な
っ
て
い
る
。
慈
遍
は
、
元
神
な
る
国
常
立
尊

を
、
．
気
」
「
神
一
道
」
「
虚
無
神
」
「
虚
無
霊
」
「
太
元
神
」
「
天
道
」

な
ど
で
も
称
呼
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
称
号
に
、
「
道
」
・
「
虚
無
」
と
い
う

言
葉
が
目
立
つ
の
を
ゑ
て
も
、
道
教
的
要
素
の
強
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
慈

遍
の
説
く
元
神
観
念
は
、
つ
ぎ
に
く
る
兼
倶
・
宣
賢
の
元
神
観
念
と
異
な
り
、

始
源
性
・
永
遠
性
・
創
造
性
は
強
く
説
か
れ
て
い
る
が
、
非
常
に
主
宰
性
が
弱

く
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
普
遍
的
な
性
質
と
し
て
変
化
を
挙
げ
、
変
化
さ

せ
て
い
る
の
は
元
神
で
あ
る
と
一
応
説
い
て
い
る
が
、
そ
れ
を
陰
陽
の
し
わ
ざ

と
し
て
説
明
し
、
変
化
の
終
末
に
は
元
神
に
も
ど
っ
て
い
く
と
い
う
程
度
の
説

明
で
終
わ
り
、
そ
れ
以
外
に
積
極
的
に
主
宰
神
な
る
性
格
を
説
い
て
は
い
な

い
。
し
か
し
、
兼
倶
の
元
神
観
念
に
な
る
と
、
が
ら
り
と
か
わ
り
、
主
宰
性
が
非

常
に
強
く
表
現
さ
れ
て
く
る
。
国
常
立
尊
の
称
号
も
、
．
気
」
「
陰
陽
不
測

之
一
物
」
「
陰
陽
不
測
之
神
明
」
．
神
」
．
念
不
生
神
」
「
大
空
一
虚
大

元
尊
神
」
「
天
道
」
な
ど
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
く
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
「
こ

と
い
う
言
葉
、
す
な
わ
ち
、
太
極
な
る
観
念
へ
の
想
定
が
、
如
実
に
あ
ら
わ
さ

れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
兼
倶
に
お
い
て
は
、
ま
だ
儒
仏
道
の
究
極

の
一
致
観
が
不
徹
底
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
の
究
極
の
説
明
で
終
わ
り
、

し
か
も
神
道
の
元
神
観
念
と
、
そ
れ
ら
を
融
合
さ
せ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
、

神
道
の
元
神
観
念
は
、
儒
仏
道
を
全
て
包
含
し
な
が
ら
、
そ
れ
自
体
独
自
な
独

得
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
宣
賢
に
な
っ
て
く
る
と
、
国
常
立
尊
は
、
「
一
気
」
「
大
空
一
虚
大

元
尊
神
」
「
太
極
ノ
ー
気
」
「
未
分
一
気
」
「
陰
陽
未
分
一
気
」
「
無
終
一
気
」

「
陰
陽
不
測
之
明
神
」
「
天
道
」
な
ど
で
表
わ
さ
れ
、
明
白
に
、
宋
学
の
称
呼

の
影
響
が
承
ら
れ
る
。
宣
賢
に
到
る
と
、
儒
仏
道
の
究
極
の
一
致
が
、
は
っ
き

り
と
説
明
さ
れ
、
神
道
の
元
神
観
念
も
、
そ
れ
に
重
な
っ
て
ほ
と
ん
ど
一
致
し

て
い
る
も
の
の
、
兼
倶
か
ら
う
け
つ
い
だ
祖
法
で
あ
る
神
道
な
る
も
の
の
独
自

性
を
、
「
得
一
不
一
、
専
一
非
こ
の
表
現
で
か
ろ
う
じ
て
逃
が
れ
て
い
る
も

の
の
、
宣
賢
の
説
い
た
内
容
的
な
も
の
か
ら
考
察
す
る
と
、
儒
仏
道
の
究
極
を

一
致
さ
せ
た
も
の
に
習
合
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
象
え
る
。
神
儒
仏
道
そ
れ
ぞ
れ

異
質
な
る
究
極
を
重
ね
、
一
致
さ
せ
た
宣
賢
の
思
考
は
、
石
田
博
士
の
説
か
れ

た
、
そ
の
時
代
の
「
包
摂
の
論
理
」
を
、
如
実
に
あ
ら
わ
し
た
す
が
た
で
あ
る

と
私
は
思
う
。

慈
遍
・
兼
倶
・
宣
賢
に
ふ
る
一
気
論
は
、
三
者
各
人
、
元
神
を
．
気
」
と

表
現
し
て
い
る
も
の
の
、
内
容
的
に
承
る
と
、
道
教
的
な
究
極
観
か
ら
宋
学

的
な
太
極
観
へ
の
推
移
が
、
如
実
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
思
想
史
で
あ
る
と
い
え
よ

戸
局
ノ
。

一
一
一


